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 慣性核融合燃料標的の設計に向けて，爆縮時間スケールでの通電加熱によりWarm 
Dense Matter(WDM)を生成し，比熱計測のための実験系・光学系を構築した。  
 1 章では背景と慣性核融合，WDM の生成方法や加熱の時間スケールと WDM 物性の関
係性について述べ，本研究の目的と概要を示した。  



























試料の密度を固体密度の 0.1 倍程度に調整した結果，約 50ns にわたって約 50kA，200kV







料の温度は 3000 ~ 4000K程度と見積もられ，試料がWDMになっていることが示された。
既存の比熱データを用いて実験結果の投入エネルギー履歴から試料の到達温度を見積もり，
実験結果の試料温度と比較した。計算結果では試料の温度が数万 K に到達すると見積もら













温度が数千 K となったことから，爆縮時間スケールで WDM を生成でき，比熱計測可能で
あると結論付けた。  
 5 章では，上記をまとめ，本論文の総括を行った。  
 以上の結果に示すように，本研究では慣性核融合の爆縮時間スケールの通電加熱によっ
て WDM を生成し，電流・電圧計測によって比内部エネルギーの時間変化を計測すること
が可能な実験系と，数 ns・数 nm の時間・空間分解能を有した分光計測によって試料温度
の時間変化を計測可能な光学系からなる比熱計測系を構築した。比熱計測系を用いて，比
内部エネルギーと温度の時間変化量の比から定積比熱を求め，重要な WDM 物性のひとつ
である比熱と加熱時間スケールとの関係についての指標を示した。  
